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（長 西 ， 能美） 放 綜 SBI菌 の 分 類 に 關 す る 研 究 （第 8 報） （209）

放 線 状 菌 の 分 類 に 關 す る 研 究 （第 8 報）

StrePtomy6θs　 sPec ．　No ．189 の 形熊

長 西 廣 輔 ・能 美 良 作 （廣島大學工 學部醸醒工 學教 室 ）

緒 窟

　筆 者 等縁
一

般 に StrePtemyces鰐が極 め て 顯 潛 な 形態遷的特徴 を有す る こ とを認 め ， 第一段 階 と し て 前報
1）迄

毬 々 の spiral 形成菌株 に 就 き報告 して 來 た．放 線状菌に あ つ て spira1 は 師 ち胞 予形成糸 （sporulating 　hyphae ）
1
と考 えて よ い が胞 子形成糸 の 形朕 乃 み を以 て 形態墨的分類 を 行 5 こ とは 暴擧 で あ る．胞 子 形成糸以 外 の 氣菌糸 の

形状 ， 分岐駄態等 を考慮 に 入れ て は じめ て 完全な形態學的分類 が可 能 で あ る と考え る．

　本報報告の 菌株 も亦前報迄 の菌株 と同 様 spiral 形成株 で あ り形態學的 性状は 實驗 の 部 に飜 戴せ る如 くで あ る

が ， 前報迄 の 諸菌株 と比 蛟す る時 ， 剣然 と相異 す る こ とを知 り得 る と同 時 に總 て に共通 した放線駄菌特有 の 性質

も見逃す譯 に は 行か ない ．筆者等 は斯 る顯著な形態學的性質 を示す
一

耕 の 糸朕菌に 封す る從來 の 細菌學的取 り扱

い 方 を可成 り大巾に 改變 す る必翼 を 詔 め る もの で あ る．

　笑 に 本報報告の 菌株 は筆者 等 の 研究室に 於 て 土壤 よ り分離 せ る もの で あ り第 2 報
2＞ に 使用せ る菌株 の一つ で あ

るが第 5 報
3，と同隈D 理 由に よ り菌株名の 推定は行わない ．差 しあた り研究室保存番既を附 して名樗 と し StreP−

tOPtyces　 sPec ．　 No ．189 と す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賣　　　　　 臓

　〔1〕 培簍的性質一
培i筺温度 は Gclatine　Stab （翻 15〜25℃ ） を除 きす べ て 30℃ で ある。

　LCzap 咄一Dox 　agar 　slant （C 源 ； Glucose＞
一一

襲育微弱 に し て 無 色扁 李 の 榮養菌苔が 僅 か に 形成 され るだけ

で あ る．硝酸擡 を 同 化出來 ず 被攤 蜜菌體 を N 源 と して 發育せ る もの と考えられ る．C 源 と して Sucrose （片山 ；

一
級 品） を使用すれば僅か に Light　Drab〜Ginnamon −Drab （R ．C ．S．）粉状 の 簿菌糸 を形成す る が ， こ れ は

Sucro．se 中に 不 純物と して N 源 の 存在 せ るた め か Sucrose と共存する硝酸鹽 は 僅か 乍 ら利用可能な の で あるか

不明 で あ る．因み に 本 株 は 僅 か の 有機態 窒 素 を も利用 して よ く發育す る．

　2・Glucose−asParagine 　agar 　slant 一
發育良好，榮養菌苔 は 無色扁 『  　氣菌糸は 良好な る着生 を示 す が 白色

粉状 の 部分多 く中に 斑 點状を な して Cinnamon −Drab （R ．C ．S．）粉状 の 部分を生ず （本株は spiral を形成 して

sporulation すれば菌 叢中その 部分が着色す る．從 つ て 本培地は sp 。 rulation 培 地 と し て は 必ず し も良 好 で ない ），

溶出色素 を分 泌 せず，裏面 は初期白色後黄白色 とな る．

　3．Nutrient　agar 　sl孕
nt 一 發育良好 ， 榮養菌苔 は黄 自 色 ， 小 凹 凸多 く稱厚 み あり．累菌糸 は 形成 されない ．

溶出色素も分泌 し ない．

　CB 系 培 地
2）

： 榮 養菌苔 ，氣 菌糸共 に發育良好 ， 但 し濃度 大な る方 では獲 育菌蠱量 は 多 い が胞 子形成攀が砥く，

濃度小な る方 で ；ま發育菌豊量は稍 々 劣るが胞 予形 成牽 は高 く旦 つ 形成速度 も早い ．榮養菌體 は 白色 乃 至 黄 白色 ，

濃変大なる方 で は 小皺多 く稍 々 厚みある も濃度小なる方 で は扁罕 で あ る．氣菌糸 は初期 白 色で あ るが 弐第に 茶夾

色 を 幤 び違 に は Cinnamon ・Drab 〜Light　Drab （R・（】・S・） とな る．溶出色 素 を分泌 母ず．

　．4．Carrot　plug−：
一一一發 EfNlptに して 蹟数性 で ある．初期よ り氣菌糸を形成 し粉状 に して 最初 白 色なる も吹第に

色を雷び Light　Drab （R ．C．S．） の 少 し く濃色 と な 5 ．表面 に 黄 金色 ひ小滴 多數 を分 泌 す るが や が て 淌 失 す る．

着 色せ る氣菌糸上 に 斑状 に 白 色 の 第 二 次 氣生 菌糸 を生 ず るこ と もあ る．菌苔 は 厚 みあ り波浪状に 起伏す．溶出色

素 を分泌 しない ．

　5．Potato　ptug一 發育狂 譲，榮養菌苔 は黄白 色 ， 氣菌糸像 初期 よ り着生 しや 〜 綿．伏に して 最初白色後部分的

に Light　Drab 〜Drab （R ，C．S，） とな る．菌苔 は 厚 み あ りて 小 凹 凸多 し．溶出色 素 を分泌 し ない ．　　　　 ・

　6・Gelatine　stab 一
初期穿 鯛口 を中心に 表面 に よ く發育 し皿 状に 侵蝕し弐第 に捜大す るが畏時 日 （50日 ）の 後

も軟 化液化 を示 さない 。榮養蒄苔 は 無色乃至淡黄色で 早期 よ り白 色粉状 の 氣菌糸を着生 す る．溶出色素 を分 泌 せ

ず．穿刺溝沿 い に 初期朋 毛 状 の 發 育を なす．

　7・Starch　platc一 發育弱，榮饕菌苔は無色扁甼 ， 氣菌糸は 殆んど着生 せ ず溶出色素 も分泌 しない ．然 し菌苔

に 坊 して廣範 黜 こ澱粉加水分解酵素を分泌する．斜面 に 培養すれば や 〆
、 趣 を異 に する．自1ち最切榮養萬苔り 發育

N 工工
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は弱 であるが時 日を經 て 氣菌糸の 形成良好 と な り最初 白色後 Cinnamon・Drab 　c’．　re々 淡色となる． 溶出色素は

分泌 しない ．

　＆ Glucose　broth一 發育艮好 ， 榮養菌苔は 白 色に して 初期皮輪を形成 し次 第 に有皺厚 み ある菌蓋に 發逹す る・

氣菌糸・も可 成 り良好に 皮輪皮膜上 に 白 色や 〜 綿状 と なつ て 着 生 す る．洗降菌體 に 殆 ん ど無 く菌體 に よる液 D 溷濁

もない ．溶出色素 は時 臼を經 て か ら淡黄橙色色 素 を分泌 す る．初發 pH7 ．0，終末 pH8 ．0〜8．2 （培墾 期 閲40日）．

　9・Skim　milk
一

發育良好，榮養菌苔は 白色乃至黄白 色 に して 皮輪 より菌萱 を形成す るに 至 ろ．有皺 に して 厚

みあり．氣菌糸は 形成 しない ．coagulation
，
　peptonizing　power 兵に陽臨 溶出色葬…｛ま初期淡橙色後橙赤色 とな

る．初發 pH6 ．1， 酪末 pH6 ．6 （培 i釐期 間 3∩日）．

　〔1〕 顯 微鏡的形態
一 觀察に 際 して は 第 1報

引）の cover 　culturc 法 を使用し培地 と して は CB 系培 地
2）を使用

した．但 し CB − 1 及び CB −2 は 發育 が良 好 に 過 ぎ且つ CB −3，　CB −4 に比 して 氣菌糸完成 に 婁 す る 日數が長い ．

從 つ て CB − 3 及 び CB− 4 が好適 で あ る．尚おい つ れ の 培地 を使 用す る も形 態 上 の 相 翼 は 認 め られ な い ．

　 1．氣菌糸一一横壁なく以下の 如き特徴を有す る．

　a ） 分波默態及 び末端菌維 ： 分岐状態 は 第 3 報
5，の S ．coeticolor ， 第 4報 q の S．　viridochromogenus に 篳 しい ．

特に 相異 點 を擧げれば 繖 形状分 岐 が 少 し く多 い ．宋 端菌維に 於 て は 螺旋鹽形成奪が高 く，
wavy 乃 至 slightly

bent の ｝伏態 で sporulation す る もの は 少 い ．本菌株 に 於 て 菌叢 δ：着色すれば そ れ は末 端菌維 が sporulation し

た もの と考 え て よい ．

　b） 螺旋彊 ： 殆 ん どが左捲 で あ り右愚 ま瑾數 で あ る．普通程度 に co 皿 pact の もの （WAKSMAN 　： The　Acti・

・・ my ・et … P・20 皺 の もの で n9位 貔 湘 接す るに 至らない 冫も存在す るヵ：
・ 單位瑙 の 相 nC　’・ た 極 め て c ° mpact

の もの が 大部分で あ る，extended の もの は 無 い ．捲回數は 1〜 6 回 で 1 ・− 4 回程 Ptb「多 い 。徑2．8〜5 ，5μ （稀に

7 μ）．螺旋部 の 形默 は 短圓筒状が 多 い が蝸牛歌及び兩 者 の 中間形が 可成 り存在す る．螺旋羶椚 ｝ま不 規 則 に 驚曲 す

るが稀 に 第 7報 L）No ．190J）如 く假軌吠分岐 を行 うこ とがある．螺旋 豊柄 へ の 螺旋部 ノ）着 き方は柄の 伸長方向 と螺

旋 部 の 伸長 方向 とが 同一
で ある 場 合 と直角で あ る場 合 とが あ る．

　C ） 菌鏤 ： 本株 は菌證 の 分岐がよく發達 し螺旙 豊に極めて compact な もの が 多 く且 つ 末 端菌維 の 螺旋盟形成

牽が高 い 爲，菌叢 の腴貌 は極 め て 密 に 繁 茂 し夏期の 積亂雲 を戀趨 させ る．分岐方 式 を 1 −・
とす る S．coelicolor ，

S・viridochromogenUS と｛よ可 成 り相異 した 菌叢 乃 印象 を 與 え る もの で あ る．

　d）　氣菌糸の 巾： O ．8− 1．3μ．

　e ） 胞 予 （分 裂 子）： 楕圓形 乃 至 短桿形 に して O．8〜1．2x1 ．O−−1．5μ．發穿 に 際 して は 長蝕方 向 ノ）一端3ζは兩 端

よ り發芽 しそ の 際虞 々 少 し く膨潤す る。

　・2 ．榮i簍菌糸一 不規則な分岐を行い 横壁なく分裂ヂも形成 しない ．任 意 の 場折よ り氣菌糸を發生 し 巾 0・6 −v

1．0〜（1．2）μ．培地中菌糸も横壁なく不規則な分岐 を 行い 巾は0．3鬥 0．4μ で ある．

　以 上 に配載せ る 氣菌糸 の 特 黴を別岡の 如 く描窟圜並 び に 寫慮に よつ て 示 す （説明後記 ）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　 廉

　本株の 氣菌糸 の 分岐方式 は 第 3 鞭 ）の S．Coelicolort 第 4報 O の S．　vin
−dochromogenus と殆んど同

一
と云 つ て

よ い ．b沫 端菌維中螺旋豊形成攀が高 く螺旋澄 の 形朕 も異 る．螺旋澄は 極 め て compact なもの が多く蝸牛默 の も

の が存在 し且つ 捲回 瞰は 多 くな い．從 つ て 螺 旋 撒 象捲 方式 を除け ば 前 報 迄 乃 菌株 中で No ．190に 最も近 い ． こ れ

等 つ結果菌叢 乃 状貌は 極め て 密 に 繁茂し一見 S．coeticelor ， 5．　viridechromogenUS と顯署 に 相異す る如 く見 え

るけれ ども分岐方式よ り轌 え て 近橡 の 如 く考 え られ る．更 に 3ζ上 髭螺旋澄 の 類橡罰係 D 他 に 螺旋澄柄z灣 曲 及 び

稀 ｝こ假軸歌分
「
岐 の存 在 す るこ と もあ る點 で は No ．1901こ も近 1象で あ る如 く考 え られ る．

　次 に 本株が螺旋建 を 形成 して 胞子形成 を行えば菌叢中そ の 部分が着色す るもの で あ る が ， 約2 年間 の 保存 の 結

果胞子形成速度 力
1
糧 か に遲延するに至 つ た ，その 結果 Glucose・asparagine 　agar は形態觀察用培地 と して 不適

當 となつ たが CE 系培地 を使用すれ ば 何等 の 支障 な く容易 に 形態 を觀察す る こ とが可餡 で あ り且 つ 2年間 の 保存

に よる形態 の 璽異 も全 く認 め られ ない ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 線　　　　　括

　形態墨的に 融報迄 の 5 株 とは 異 っ た 1株 StrtPtomyces 　 sPee ．　NQ．189 の 形態 に就 い て 讖 した．

、本株 ほ氣菌糸 フ）分岐方式に 於 て 既報 の S．coqticelery ，S．　virictochromogenus と圏
一

で あるが螺旋豊 の 形状に
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關 す る 基 礎

．
的 研 究 （第 16報）

於て異 る，螺旋罎は大部分が極 め て compact で あ り短圖簡形乃至蝸 牛状 に して そDth 　1）特徴 と併せ 考 える時既

職
1
の菌株中で は No．190に類似す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 附　圖　蛻　明

　本株に於τ 單位 とな る 1蔚體を描画 せ る 1例 が A で あ る．單位菌髄 の 發 胃程 渡 に は 種 々 の もの が あ るが それ 等

が集合しTB ，
　 C （顯微鏡倍率約100倍擴大 ） の 如 き菌叢 を形成 す る．更 に斯 る菌 叢 の 一一部 を擴 大 （約450倍） せ

る もの がp で あ る が 多数 の 密 な る螺旋胆に 蔽 は れ τ 冩眞版 で は そ の 分岐釈態 が 明 らか で 無 い 。第 3 報 で も記 載 し

た如 く斯る立 燈 性 強 く密な る菌 鱗 の 詳細 を
一

放 の 冩屓 に 納 め る こ とは不 可 能 で あ る。そ 二で 比 較 的 分 岐駅態 の 剣

明し易い 部毋を低倍率 （約100倍） で 撮影 せ る もの が E で あ b，これ を更 に 擴大 （約 450倍 ） し た もの が 甘，q で

あ る が 爾 者は E の 部分を魚點 を變 えて 撮影 せ る もの で あ る．次 に 1 は 螺 旋體 の 密 集 trる一部 を擴大 （約450倍）せ

る 6 の で あ る．又 分枝 の 分岐状 態 を 部 分的 に 擴大 （約 450倍）撮彫 せ る もの が H ， J，　 K ，　 L で あ るが 單 軸 系互 生

乃 至 繖 形 状 分 岐 を見 る こ とが 出來 る．M ，NrO は螺旋短 の 胞子 形成状態 を油浸 （約 1000倍）
’
に τ 撮影 した 例で

あ る が 詳細 は 實 驗 の 部 に 寵 載 せ る 知 くで あ る．

爾ほ 冩眞中 ア ル フ ア ペ ッ ト記 號 の 下 の 数宇 は 冩虞 中 の 尺度 1 目盛 の 畏 さで 單位 はμで あ る．

　 　
t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3ヒ

長 西，． 甜美 2 本 誌 ，　1）55
，　167．　　　2）52，　211．

52 ． 434．

　　　獣

3）521　492．　　　　4）Sl
，　476．　　　　 5）　52 ，　406．　　　　6）

　　　　　　　　　　　　　（昭和30
，

1 ， 8 受 理 ）

夏 蜜 柑 果 汁 製 造 に 關 す る 基 礎 的 研 究 （第16報）

果汁 の 褐變機構 に つ い て （其 の 5 ） glucose，
　glycine 反 應 （補 稿 ）

野 村 男

緒

i爽　　（山 口 大學 農學 部 ）

蟹

　本報 で ほ先の第14報に續い て 著者が得た 2 ， 3 の 事實 を幸晧 す る。主に glucosc の 分駻生成物，　 glyc三ne の 酸

傾 黝 ち S・・ecker ・ d・g ・ ・d・・i・ n に よつ て en され た f・・m ・ld・hyde及 び ア ン モ ニ ヤ の ゆくえ汲 びこ れ ら と

褐變 との 關係 を研 究 した．

　g正ucosc の 分解生成物の 逍 求 に は ポ ーラ ロ グ ラ フ ク使用 しtc．その 結果 diacetyl，　pyruvaldchyde ，　hydrox ・

ymethylf μ rfural の 生 成 を 繍 した．　 glycine の 酸 此分解 に よつ て 生成 され る ア ン モ ＝ ヤ は 第14報 で 指摘 した や

5に ア ン モ
1
ニ ヤ ガ ス と して 放出される こ と なく又 ア ン モ ニ ヤ 態窒素 の 形態 に 於 い て 反憊液に 止 る こ と も少 く多 く

は複難な福變色素 の 形成 に 用い られ る．而して こ の 褐變色素の 形成 の 機藩は單一なもの で は なく非常 に 複雜なも
の と想像され る．故 に こ の ア ン モ ＝ ヤ の 淌失 も單一

な反隱 に よるもの で は ない だ ら 5．然 して著者が こ こ に得た

結果 もこ の 問題 を解決するに 役立 つ
一

つ の 機構 を形成 して い る こ と1ま確 か で ある． 即 ち glycine の 酸化分霹や

glucose の 分解 の 結果 出來 た formaldehyde と ， 1司 じ く glucose の 分解生成物で ある pyruvaldehyde とが

glycine の 酸 f匕分 解生成物 で あ る ア ン モ ニ ヤ と反 陬 して 次 の 反應式に した がつ て imidazol 核を形成す る と考え

る考え方 で，こ の 結果を裏付け る結果と して 著者は glucose ，　glycine反縢液よ り 4 （or 　5）−methylgtyoxalinc を

Plgrateと し て 分離 した．

・ ・… 撒 ・ 1盡；C』 ・ ・〈謡 匠
G 恥

　　　　　formaldehyde 　ammonia 　pyruvaldehyde 　　4 （5）・methyl 　glyoxaline

　肺して こ の 反隱は 糖 一ア ミ ノ 酸褐變化反礁 の ほ ん の 一部 を形 成す る に す ぎない こ とtま署者 の glucose　glycine，
glUCOse　alanine 反應 に於ける褐變化 の 吟昧 の結果よ り明らか に なつ て 來た．削 ち glucose　glycine 反隱 の 褐變
化 と glucosc　alanine 反隙 の 褐蠻化 の 設明に glycine の 分解生成物で ある formaldehyde と alanine の 分解

螺 物 で あ る acctaldehyde を用い ただけで は 観明出來ず もつ と複雑な機構が 主 な原因 を形成 し て い るだ ろ 5こ

とが推察された ，

N 工工
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